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国立研究開発法人 水産研究・教育機構 広報誌 フラニュース　2025.1

近年は遊漁（釣り）もずいぶんと
スマートになっているように感じます。昔は紙の地図、人づての
情報、勘や経験から釣り場を選定していたものですが、いまや
SNSでの情報収集、地形アプリ等を活用した釣り場選定、釣果
情報の共有は当たり前です。釣り具の進化もめざましく、一定
範囲の水中地形や魚を、ライブ映像として表示する装置、アプリと
連携しデータを記録するリール、AI搭載ルアーなど、釣りを

より効率的にする製品が登場しています。膨大な情報や先進技術を
誰もが利用でき、効率的に釣獲できるようになる一方、水産資源
への悪影響、とくに渓流魚のような河川の上流域にわずかに生息
している魚種への影響は気がかりです。今後、水産業のスマート
化が加速していく中、資源量を把握し、必要以上に獲りすぎず、
持続的に利用していく意識を持つことがより一層大切になるの
ではないでしょうか。 広報課 中原 明紀
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水産研究・教育機構 NEWS LETTER おさかな瓦版

問い合わせ先

ウェブサイト

発 行 時 期

https://www.fra.go.jp/

ウェブサイト

【アカウント名】
水産研究･教育機構

https://www.facebook.com/fra.go.jp

Facebook

【アカウント名】
ＦＲＡ 水産研究･教育機構

https://www.youtube.com/@frachannel

YouTube

【アカウント名】
ＦＲＡ 水産研究･教育機構

https://x.com/fra_go_jp

X（旧Twitter）

YouTubeチャンネル、「ふらっとらぼ」は水産やわらか
ネタの動画集。新作もどんどんアップしています。見てね！
https://www.youtube.com/@fralabo

レシピ

ブリのお雑煮

材 料（2人分）
●切り餅 ･･････････････････ 2個
●ごぼう ･･････････････････ 1/2本
●里芋 ････････････････････ 小4個
●大根 ････････････････････ 2センチ
●人参 ････････････････････ 1/4本
●ブリの切り身 ････････････ 1切れ
ブリ下処理用
●塩 ･･････････････････････ 小さじ1/2
●料理酒 ･･････････････････ 大さじ2
●お湯 ････････････････････ 500ミリリットル
雑煮だし
●昆布 ････････････････････ 10センチ角1枚
●かつおだしの素 ･･････････ 小さじ1
●するめ ･･････････････････ 1/2枚
●水 ･･････････････････････ 400ミリリットル

作り方
❶ ブリの切り身に塩と料理酒を振って30分程度置く。
❷ ごぼう、里芋、大根、人参は皮をむいて切る。ごぼうは水にさらしておく。
❸ キッチンペーパーで❶の余分な水分を拭き取り、鍋の沸騰したお湯で5分程度煮て、水気を切る。
❹ 別の鍋に雑煮だしの材料を入れ、ひと煮立ちさせ、❷を入れてさらに煮る。
❺ 餅をトースターで焼いておく。
❻ ❹の野菜に竹串を刺し、火が通ったのを確認できたら、❸と❺と一緒に器に盛りつけ完成。

縁起のいい出世魚として、西日本では「年取り魚」、「正月魚」とも呼ばれるブリ。
そんなブリを使った正月メニューをご紹介します。

水 産 業 の 未 来 を 拓 く

スマート水産業どうなる？マダコ！
～タコを取り巻く現状～

特集

●専門家に聞きました  ［金治 佑・前田 ひかり・佐々木 裕子］ クジラ・イルカのスペシャリスト 鯨類資源の評価・管理に向けて
●能登半島地震から1年 ～水産業の復興に向けた取り組み～

～省力化・省人化に向けて～



“
ス
マ
ー
ト
水
産
業
”と
は

最
近
、水
産
業
界
で
は“
ス
マ
ー
ト
水
産
業
” 

と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
水
産
庁
の

定
義
に
よ
る
と「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
先
端

技
術
の
活
用
に
よ
り
、水
産
資
源
の
持
続
的

利
用
と
水
産
業
と
し
て
の
持
続
的
成
長
の
両

立
を
実
現
す
る
次
世
代
の
水
産
業
」と
さ
れ
て

い
ま
す
。

導
入
さ
れ
る
べ
き
理
由

日
本
の
水
産
業
は
恒
常
的
に
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
近
年
の
生
産
量
は
１
９
８
４
年

に
ピ
ー
ク
に
達
し
て
か
ら
減
少
の
一
途
を
た

ど
り
、今
で
は
ピ
ー
ク
時
の
3
分
の
1
に
落
ち

込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
理
由
は
魚
が
減
っ
て

い
る
だ
け
で
は
な
く
、海
か
ら
魚
を
獲
っ
て
き

て
く
れ
る
人（
漁
業
者
）が
減
り
続
け
て
い
る

こ
と
も
関
係
し
て
い
ま
す
。
１
９
８
０
年
代

後
半
～
90
年
代
前
半
に
か
け
て
は
約
40
万

人
の
漁
業
者
が
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
約
13
万
人
ま
で
減
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
そ
の
4
割
が
65
歳
以
上
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
水
産
業
を
持
続
可
能
な
も
の

に
す
る
た
め
に
は
、漁
業
者
が
減
り
ゆ
く
中

で
も
安
定
的
に
水
産
物
を
供
給
で
き
る
よ
う
、

生
産
量
を
維
持
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
作
業
や
資
材
・
燃
料
の
無
駄
を

省
き
、働
く
人
の
負
担
を
少
な
く
す
る
工
夫
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
と
く
に
、過
酷
な
イ
メ
ー
ジ

の
強
い
水
産
業
の
漁ぎ

ょ

労ろ
う（

水
産
物
を
獲
る
こ
と
）

作
業
で
は
、危
険
で
体
の
負
担
が
重
い
作
業

を
な
く
し
た
り
、自
動
化
し
た
り
す
る
こ
と

で
力
の
弱
い
人
で
も
快
適
に
働
き
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
さ
ら
に
、

産
業
と
し
て
持
続
的
に
成
長
す
る
た
め
に
は
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ICT（情報通信技術）
Information and Communication Technology

漁業の操業や魚群探知のデータをデジタル化して記録・保存し、
データの共有・利活用。これを活用した操業の効率化（燃費も
含む）、遠隔からの漁場の探査と選択

IoT（モノのインターネット）
Internet of Things

漁労機器や養殖機材などをインター
ネットでつなぎ、遠隔で制御

AI（人工知能）
Artificial Intelligence

長年の漁業者の経験と勘所を具現化
して効率のよい漁業や養殖のエサやり
とエサ止めのタイミングを判定

ロボティクス
漁労作業の自動化や操業の見える化、
女性や若者も快適で働きやすく、危険
かつ重労働から解放する産業ロボット
の導入

生
産
性
や
漁
業
従
事
者
一
人
当
た
り
の
生
産

額
を
上
げ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

し
か
し
、こ
れ
ら
を
従
来
の
や
り
方
で
実
現

す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
背
景
か
ら
、先
端
技
術
を
駆
使
し
て
労
働

環
境
の
改
善
や
作
業
負
荷
の
軽
減
、同
時
に

漁
業
に
よ
る
収
入
を
高
め
る
た
め
の“
ス
マ
ー
ト

水
産
業
”と
関
連
の
研
究
が
少
し
ず
つ
広
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、変
化
す
る
海
の
状
態
に
合
わ

せ
て
水
産
資
源
を
適
切
に
管
理
す
る
た
め
の

研
究
も
、さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、決
め
ら
れ
た

時
間
内
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
デ
ー
タ
を

集
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、人
間
が
集
め

ら
れ
る
デ
ー
タ
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

昨
今
は
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
使
い
、
短
い

時
間
で
よ
り
多
く
の
デ
ー
タ
を
集
め
る
方
法
も

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、当
機
構
が
取
り
組
ん
で

い
る“
ス
マ
ー
ト
水
産
業
”と
関
連
の
研
究
に

つ
い
て
、実
際
の
漁
業
の
現
場
で
進
め
ら
れ

て
い
る
事
例
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

ポイントはデジタル化
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I CT、IoT等の先端 技術の活用により、
水産資源の持続 的利用と水産業と
しての持続的成 長の両立を実現
する次世代 の水産業

漁業支援アプリの活用
（P.8〜11）

リアルタイムで市場のニーズを共有
（P.8〜11）

システムが給餌の開始・停止を制御 養殖生け簀
す

網の洗浄

After

Before

After

Before

水産業

養 殖 業

水揚げ・選別・流通

● �ロボット導入による自動化で省力化・省人化�
（エサやり・網洗浄・魚のとりあげ時期判定など）
● �ICTブイの活用による海洋環境モニタリングで�
赤潮や魚病の発生に備える

● �漁労作業の自動化や操業の見える化で�
働きやすさを向上

● �産業ロボット導入による自動化で省力化・迅速化�
（魚の選別、箱詰めなど）
● �アプリで漁業者と市場の情報交換を支援、�
獲りすぎを防いで水揚げ金額も向上

● �センサー活用による鮮度管理、おいしさ判定で�
食品ロスの解消、プロの目利き実現
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I CT、IoT等の先端 技術の活用により、
水産資源の持続 的利用と水産業と
しての持続的成 長の両立を実現
する次世代 の水産業

AIを活用した体長測定
（P.6〜7）

魚群探知機の活用による体長測定や�
資源量測定

カツオ一本釣りロボット
（P.12〜13）

Before

After

AIによる漁船の動向予測�
（P.14〜15）

漁船の動きが先読みできれば
衝突回避に役立つ

商用船舶は
急には曲がれない！
急には止まれない！

漁船の動きに注目！

Before

After

スマート

資源管理・資源評価

漁  業

● �AI活用による漁獲物の体長測定の高速化・効率化で�
資源評価の正確性を向上

● �衛星情報やAIS※情報などを用いた漁船の監視、�
水中マイクロフォンとAI解析による密漁監視

● �漁獲情報の共有で獲りすぎを防止
● �魚群探知機の活用による体長測定や資源量測定の効率化

● �衛星やICTブイの情報を活用して効率よく漁場探査
● �各種センサーの活用で漁船を動かす機関の�
メンテナンス性向上と故障予測

● �漁労作業の自動化と操業の見える化で�
働きやすさを向上
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※ AIS： Automatic Identification System、船舶自動識別装置



写真1　�スマホアプリを使った
測定実験のようす

水産資源研究所		
水産資源研究センター		

漁業情報解析部	情報企画グループ	

グループ長　柴
しば

田
た

	泰
やす

宙
とき

調
査
員
の
不
足
が
精
度
を
下
げ
る

当
機
構
は
海
に
い
る
魚
を
獲
り
す
ぎ
て
い

な
い
か
資
源
の
状
態
に
つ
い
て
、調
査
結
果

を
数
値
化
し
て
科
学
的
に
見
極
め
る「
資
源 

評
価
」を
国
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
要

な
調
査
結
果
の
一
つ
が
、獲
っ
た
魚
の
大
き
さ

（
以
下
、体
長
組
成
）な
の
で
す
が
、調
査
員
が 

各
地
の
魚
市
場
に
行
っ
て
、水
揚
げ
さ
れ
た
魚

の
大
き
さ
を
一
尾
ず
つ
測
る
の
で
、手
間
と

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
調
査
員
に
頼
っ
て
い

る
た
め
、調
査
員
が
不
足
す
る
と
、測
定
数
も

減
り
、資
源
評
価
の
精
度
が
悪
く
な
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
、精
度
を
維
持
す
る
た
め
に
は
調
査 

員
の
確
保
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

近
年
、大
型
漁
船
上
で
魚
の
種
判
別
や
体
長 

組
成
の
収
集
を
、Ａ
Ｉ
を
用
い
て
実
施
す
る 

研
究
が
、海
外
を
中
心
に
多
数
報
告
さ
れ
て 

い
ま
す
。
こ
の
手
法
は
、カ
メ
ラ
を
漁
船
上
に

固
定
し
、得
ら
れ
た
画
像
を
Ａ
Ｉ
が
解
析
す
る

こ
と
で
、魚
の
種
類
や
大
き
さ
を
予
測
す
る

も
の
で
す
。
漁
船
上
で
魚
を
き
れ
い
に
全
て 

映
せ
る
位
置
に
カ
メ
ラ
を
設
置
で
き
れ
ば 

日
本
で
も
こ
の
手
法
が
使
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、日
本
は
海
外
と
比
べ
て
小
型

の
船
が
多
く
、カ
メ
ラ
の
設
置
場
所
が
な
い

な
ど
、こ
の
手
法
を
用
い
る
に
は
多
く
の
ハ
ー

ド
ル
が
あ
り
、現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

効
率
的
な
デ
ー
タ
収
集
手
法
を
開
発

そ
こ
で
、FIA

S-D
eep 

（Fish Im
age  

A
nalysis System

 using D
eep learning

） 

と
い
う
画
像
解
析
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、漁
船

上
で
は
な
く
、漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
の

情
報
を
収
集
す
る
体
制
の
整
備
に
取
り
組
み

ま
し
た
。FIA

S-D
eep

は
、
撮
影
と
学
習
・

推
論
の
２
つ
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

前
者
は
、調
査
員
がToroC

am

と
呼
ば
れ
る 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
以
下
、

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
）を
使
い
各
地
の
漁
港
で
魚

体
画
像
を
直
接
撮
影（
写
真
1
）す
る
方
法
や
、

長
崎
県
松
浦
市
の
松
浦
魚
市
場
の
コ
ン
ベ
ア

に
常
設
さ
れ
て
い
る
撮
影
装
置（
写
真
2
）で 

魚
体
画
像
を
自
動
収
集
す
る
方
法
な
ど
、漁
港 

の
特
徴
ご
と
に
適
切
な
撮
影
方
法
を
使
い
分

け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
以
下
、ス
マ
ホ
）に
よ
る
撮
影
は
、調
査
員
が

必
要
で
す
が
、狭
い
漁
港
で
も
画
像
を
得
ら 

れ
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
撮
っ
た 

画
像
を
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
に
読
み
込
ま
せ
る
だ
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写真2　コンベア上に設置された撮影装置

写真3　�推論された画像。赤い領域が検出された
魚体

図1　スマホアプリによる測定結果の比較
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図2　撮影装置による測定結果の比較
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け
で
、体
長
組
成
を
推
論
・
取
得
で
き
る
の
で
、 

こ
れ
ま
で
と
比
較
し
て
入
力
す
る
時
間
が 

大
幅
に
削
減
で
き
ま
す
。
松
浦
魚
市
場
に 

設
置
し
た
よ
う
な
常
設
型
撮
影
装
置
は
、電
源

を
確
保
す
る
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、調
査
員
が 

現
場
に
出
向
く
こ
と
な
く
、24
時
間
３
６
５
日 

体
制
で
画
像
を
収
集
で
き
ま
す
。

収
集
し
た
画
像
は
、横
浜
の
水
産
資
源
研
究 

所
に
持
ち
帰
り
、学
習
・
推
論
サ
ブ
シ
ス
テ
ム 

で
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
、
新
規
画
像
を
推
論 

（
写
真
3
）す
る
こ
と
で
、体
長
組
成
を
取
得
し 

て
い
ま
す
。
と
く
に
、松
浦
魚
市
場
の
常
設
の 

撮
影
装
置
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て 

自
動
撮
影・
自
動
解
析
が
可
能
に
な
る
よ
う

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
２
０
２
４
年
度
中
に
行
う
予

定
で
、さ
ら
な
る
効
率
化
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
の
実
力
と
今
後
の
展
望

Ａ
Ｉ
が
推
論
し
た
体
長
組
成
の
精
度
に
関
連 

し
て
、調
査
員
の
測
定
し
た
結
果
と
比
較
し
た 

例
を
2
つ
示
し
ま
す
。一
つ
は
、ス
マ
ホ
ア
プ
リ 

T
oroC

am

で
マ
ア
ジ
の
体
長
組
成
を
取
得

し
た
例（
図
1
）。
も
う
一
つ
は
松
浦
魚
市
場 

の
常
設
の
撮
影
装
置
を
使
っ
て
得
ら
れ
た 

サ
バ
類（
マ
サ
バ
・
ゴ
マ
サ
バ
）の
体
長
組
成 

で
す（
図
2
）。

両
者
と
も
、
調
査
員
が
測
定
し
た
体
長
と 

Ａ
Ｉ
の
平
均
的
な
差
は
、±
1
セ
ン
チ
程
度
に

収
ま
っ
て
お
り
、調
査
結
果
の
精
度
と
し
て
は

十
分
現
実
的
で
し
た
。
今
後
は
、よ
り
多
く
の 

魚
種
や
い
ろ
い
ろ
な
魚
市
場
で
撮
っ
た
画
像
で 

推
論
が
可
能
と
な
る
よ
う
、撮
影
シ
ス
テ
ム
の 

対
応
範
囲
を
広
げ
る
た
め
に
ハ
ー
ド
機
能
の 

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
追
加
で
デ
ー
タ 

を
学
習
さ
せ
つ
つ
、最
先
端
の
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
を

学
習
・
推
論
シ
ス
テ
ム
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

予
測
精
度
の
さ
ら
な
る
向
上
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
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水産大学校		
海洋生産管理学科	

准教授　松
まつ

本
もと

	浩
ひろ

文
ふみ

水
産
業
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

わ
が
国
の
水
産
業
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
水
産
資
源
は

海
洋
環
境
の
影
響
も
大
き
く
受
け
、豊
か
な

海
の
幸
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
と
き
も
あ
れ
ば
、

不
漁
続
き
で
先
が
見
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
性
と
長
く
付
き
合
い
、漁
業

者
が
働
き
続
け
る
た
め
に
は
、漁
獲
デ
ー
タ
を

継
続
的
に
収
集
し
、地
域
で
活
用
す
る
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
期
待
さ
れ

る
の
が
水
産
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、デ
ー

タ
の
蓄
積
や
活
用
が
し
や
す
く
な
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、電
卓
で
計
算
し
、紙
に
記
録
し
て
い
た

漁
獲
量
の
値
を
専
用
ア
プ
リ
に
入
力
す
る
こ
と

で
、そ
の
日
の
値
が
計
算
処
理
さ
れ
る
と
同
時

に
、デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
さ
れ
ま
す
。そ
の
デ
ー

タ
に
、漁
獲
日
時
や
位
置
、船
の
速
力
や
針
路

情
報
な
ど
を
自
動
的
に
ひ
も
付
け
る
こ
と
で

「
ど
ん
な
魚
が
」「
い
つ
」「
ど
こ
で
」「
ど
れ
だ
け

獲
れ
た
の
か
」の
情
報
を
、漁
業
者
で
あ
れ
ば

次
の
操
業
に
活
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、最
新
の

浜※
１

値
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
れ
ば
、漁
業
者
が

沖
で
操
業
し
な
が
ら
水
揚
げ
金
額
ま
で
試
算

可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、水
産
業
の

デ
ジ
タ
ル
化
は
複
雑
な
計
算
や
処
理
を
容
易
に

す
る
だ
け
で
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
と
ひ
も

付
け
る
こ
と
で
、デ
ー
タ
と
し
て
の
価
値
が

上
が
り
、活
用
の
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

本
稿
で
は
、漁
船
漁
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

デ
ー
タ
活
用
に
つ
い
て
、山
口
県
下
関
漁
港

の
例
を
紹
介
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
水
産
業

水
産
資
源
を
管
理
す
る
に
は
、海
洋
環
境
の

デ
ー
タ
も
欠
か
せ
ず
、詳
細
な
デ
ー
タ
を
継
続

的
に
収
集
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

水
産
業
は
、資
源
評
価・管
理
の
高
度
化
と
生
産

性
の
向
上
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、

複
数
の
デ
ー
タ
を
連
携・
共
有・
活
用
可
能
と

す
る
体
制
を
整
え
、推
進
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
扱
う
た
め
、

通
信
料
や
サ
ー
バ
ー（
デ
ー
タ
の
保
存
場
所
）

管
理
費
な
ど
の
コ
ス
ト
が
確
実
に
増
加
し

ま
す
。
普
及
に
は
生
産
者
や
市
場
関
係
者
が

デ
ー
タ
を
積
極
的
に
提
供
す
る
た
め
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
示
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

ス
マ
ー
ト
水
産
業
は
資
源
管
理
な
ど
の

面
で
成
長
産
業
化
の
可
能
性
を
感
じ
ま
す
が
、

最
終
的
に
は
活
用
し
つ
つ
、
浜
の
漁
業
と

暮
ら
し
、そ
し
て
漁
業
者
の
育
成
を
ど
の
よ
う

に
確
保
す
る
か
を
考
え
る
べ
き
で
す
。

下
関
漁
港
の
デ
ジ
タ
ル
化
戦
略

山
口
県
下
関
市
で
は
、下
関
漁
港
を
水
揚
げ

地
と
す
る
二
そ
う
び
き
の
沖
合
底
び
き
網
漁

業
を
対
象
に
デ
ジ
タ
ル
化（
参
考
1
）に
取
り
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参考1：松本浩文（2021 ）：漁業情報を収集するアプリケーションの開発と実用化, 海洋水産エンジニアリング, 214, pp. 54-61.

漁
業
支
援
ア
プ
リ
に
よ
る
沖
合
底
び
き
網
漁
業
の
効
率
化
と
市
場
連
携



図1　漁業支援アプリ

図2　漁業支援アプリ導入前と導入後の作業量の比較

さらに

●どの魚を狙い、いつ、どこで、
どんな魚が、どれくらい獲れたか、
などをデジタルデータ
として二そう分が
自動記録

●漁獲成績報告書を
自動作成

●箱の使用量が
自動計算されて
業者に共有

●業者は無駄な在庫の
確保が不要

●入港予定時刻を
自動送信

●水揚げ予想金額を算出
●網に付けた
記録装置から届く
海洋環境の情報を
自動記録

●二そう分の多種多様な
魚の種類や大きさや数などの
漁獲情報を
手書きで集計

●提出が義務付けられている
漁獲成績報告書を作成

●入港前に業者に
箱の使用量を
電話・FAXで発注

●業者は箱の急な注文にも
対応できるように
大量の予備在庫を確保

●入港時刻、
漁獲情報などを通信

漁
業
支
援
ア
プ
リ
導
入

導入前 導入後

0

組
ん
で
い
ま
す
。
沖
合
底
び
き
網
漁
船
に
は
、

2
0
2
1
年
か
ら
漁
獲
情
報
や
位
置
情
報
を

デ
ジ
タ
ル
化
す
る「
漁
業
支
援
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」（
図
1
、以
下
、漁
業
支
援
ア
プ
リ
）

を
順
次
導
入
し
、
生
産
性
向
上
と
地
域
の

活
性
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
漁
業
で
は
、二
そ
う
の
漁
船
が
1
組
に

な
っ
て
網
を
ひ
き
、網
と
漁
獲
物
を
交
互
に

取
り
込
み
、
漁
獲
物
を
箱
詰
め
氷
蔵
状
態
で

下
関
漁
港
に
持
ち
帰
り
ま
す
。
多
種
多
様
な

漁
獲
物
が
あ
り
、漁
業
支
援
ア
プ
リ
を
導
入

前
は
、
漁
獲
情
報
を
紙
で
記
録
し
、
陸
上
と

共
有
し
て
い
ま
し
た
。

漁
業
支
援
ア
プ
リ
の
特
徴
は
、漁
獲
情
報
を

入
力
す
る
と
魚
種
別
の
漁
獲
量
を
自
動
的
に

集
計
、漁
業
者
の
省
力
化
や
軽
労
化
を
図
り
つ

つ
水
揚
げ
予
想
金
額
が
計
算
さ
れ
る
こ
と
で

す
。こ
の
水
揚
げ
予
想
金
額
が
漁
業
者
に
と
っ

て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、魚

種
別
漁
獲
量
に
加
え
て
位
置
情
報
も
収
集
し
、

国
に
報
告
す
る
漁※

２

獲
成
績
報
告
書
も
自
動
的

に
作
成
し
ま
す（
図
2
、参
考
2
）。

さ
ら
に
、顧
客
目
線
に
基
づ
い
て
産
地
市
場

の
ニ
ー
ズ
や
評
価
を
沖
合
で
操
業
す
る
漁
業

者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
技
術
も
導
入
し
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※2 漁獲成績報告書： 漁業者が大臣や知事に報告するもので、資源評価および資源管理のベースとなるデータになる報告書
参考2：松本浩文（2022 ）：漁業支援アプリ, 和田雅昭編著「スマート水産業入門」, pp. 56-57.



図3　市場のニーズのイメージ

図4　�市場アプリのトップ画面

て
い
ま
す（
図
3
）。
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
漁

獲
情
報
や
位
置
情
報
を
処
理
し
、共
有
す
る

情
報
の
項
目
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ア
プ
リ
が
自

動
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、秘
匿

性
を
担
保
し
て
い
ま
す
。
現
在
、入
港
予
定
時

刻
メ
ー
ル
、出
港
通
知
メ
ー
ル
、沖
で
消
費
す

る
箱
の
数
量
な
ど
も
関
係
者
で
共
有
し
て
い

ま
す
。

卸
売
市
場
の
デ
ジ
タ
ル
化

下
関
漁
港
で
は
、デ
ジ
タ
ル
化
の
範
囲
を

拡
大
す
る
た
め
、生
産
現
場
～
卸
売
市
場
～

市
場
ア
プ
リ
は
漁
業
支
援
ア
プ
リ
と
デ
ー

タ
を
連
携
し
て
、競
り
の
結
果
を
買
受
人
と

共
有
で
き
る
仕
組
み
も
実
装
し
て
い
ま
す
。

市
場
ア
プ
リ
に
は
、操
業
が
終
了
し
た
時
点

の
漁
業
支
援
ア
プ
リ
で
入
力
さ
れ
た
漁
獲
情
報

が
、
自
動
的
に
転
送
さ
れ
ま
す
。
生
産
者
が

競
り
日（
水
揚
げ
日
）を
確
定
す
る
と
、入
荷

情
報
欄
に
水
揚
げ
を
予
定
し
て
い
る
船
名
と

現
在
の
漁
獲
箱
数
も
表
示
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、漁
業
支
援
ア
プ
リ
と
連
携
し

て
い
る
こ
と
で
、入
荷
情
報
や
魚
種
別
漁
獲

量
が
水
揚
げ
直
前
ま
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

確
認
で
き
ま
す
。

競
り
人（
競
り
を
行
う
卸
売
業
者
）は
、

市
場
ア
プ
リ
か
ら
漁
獲
情
報
を
事
前
に
入
手

で
き
る
の
で
、水
揚
げ
さ
れ
た
漁
獲
物
の
状
態

や
数
を
確
認
し
な
が
ら
、競
り
用
の
デ
ー
タ

を
作
成
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
伝
票
を

作
成
す
る
競
り
人
や
市
場
職
員
の
作
業
が

効
率
化
さ
れ
、競
り
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た

デ
ー
タ
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

競
り
人
は
、競
り
を
終
え
る
と
、魚
種
ご
と
の

箱
数
、
金
額
、
買
受
人
情
報
な
ど
を
市
場

ア
プ
リ
に
入
力
し
ま
す
。
買
受
人
ご
と
の
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
と
な
り
、買
受
人
と

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
買
受
人
に
は
ス
マ
ホ
か
ら
も

閲
覧
可
能
な
専
用
サ
イ
ト
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が

与
え
ら
れ
、競
り
結
果
が
反
映
さ
れ
た
買
付

記
録
を
確
認
で
き
ま
す
。
買
受
人
が
入
荷
情
報

に
も
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
る
た
め
、水
揚
げ
に

関
す
る
最
新
情
報
を
共
有
で
き
ま
す
。
買
付

記
録
は
閲
覧
だ
け
で
な
く
、テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル

と
し
て
も
出
力
で
き
ま
す（
図
５
）。

買
受
人（
小
売
業
者
）ま
で
の
デ
ー
タ
連
携
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
下
関
漁
港
地
方
卸
売

市
場（
以
下
、卸
売
市
場
）で
は
、従
来
の
発
声

競
り
を
し
な
が
ら
結
果
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

た
め
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
図
4
、以
下
、

市
場
ア
プ
リ
）を
開
発
し
、実
証
実
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。
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図5　アプリを活用したデータ連携のイメージ

買付記録

漁獲成績報告書自動作成・水揚げ予想金額

海洋環境データ・漁獲関連データ

買付

競
り
関
連
デ
ー
タ・

市
場
ニ
ー
ズ
な
ど

競り関連データ・市場ニーズなど

漁
獲
関
連
デ
ー
タ

水揚げ

競り関
連デー

タ

漁獲関
連デー

タ・伝
票自動

作成

買受人（小売業者）

二そうびき二そうびき二そうびき

共有

共有

漁業者（生産者）

卸
売
市
場

生
産
現
場

競り人（卸売業者）

漁業支援アプリ

市場アプリ

漁船の会社

漁場の選定材料になる
過去の操業データ

など

漁獲

お
わ
り
に

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
は
、漁
業
者（
生
産

者
）、
競
り
人
、
買
受
人
、
消
費
者
が
一
体
と

な
り
、地
域
独
自
で
デ
ー
タ
の
収
集
と
分
析
を

す
る
こ
と
で
、
水
産
業
の
成
長
産
業
化
を

実
現
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
水
産
業
の

デ
ジ
タ
ル
化
は
、業
務
の
効
率
化
や
情
報
の

加
工
、再
現
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
が
、そ
の
一
方
で
、情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
や
デ
ー
タ
漏
え
い
の
対
策
、デ
ー
タ
の

扱
い
に
関
す
る
合
意
形
成
、デ
ー
タ
に
な
じ
み

が
な
い
こ
と
へ
の
配
慮
と
対
策
が
必
要
で
す
。

人
間
は
便
利
な
モ
ノ
や
技
術
を
手
に
入
れ
る

と
使
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
生
き
物
で
す
。

新
し
い
技
術
に
よ
っ
て
効
率
化
が
進
み
、

幸
せ
に
し
て
く
れ
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、

数
年
後
に
は
コ
ス
ト
負
担
に
苦
し
む
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
漁
業
者
に
と
っ
て
秘
匿
性
の

高
い
漁
獲
情
報
を
、イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提

供
し
な
が
ら
継
続
的
に
収
集
し
、地
域
が
一

体
と
な
り
情
報
を
活
用
で
き
る
か
が
ス
マ
ー

ト
水
産
業
の
将
来
を
左
右
す
る
と
思
い
ま
す
。
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開発調査センター		
漁業第二グループ	

主任研究員　木
き

村
むら

	拓
たく

人
と

写真1　3台同時運用中の釣り機

電
動
自
動
釣
り
機
の
開
発

遠
洋
か
つ
お
一
本
釣
り
漁
業
は
、主
に
さ
し

み
や
タ
タ
キ
の
原
料
と
な
る
カ
ツ
オ
や
ビ
ン

ナ
ガ
の
凍
結
製
品
を
年
間
4
万
ト
ン
前
後
水

揚
げ
す
る
、わ
が
国
の
主
要
な
漁
業
の
一
つ

で
す
。こ
の
漁
業
は
、乗
組
員
が
竿
で
一
本
ず
つ

魚
を
釣
り
上
げ
る
伝
統
的
な
漁
法
で
、乗
組
員

総
出
の
30
人
近
い
大
人
数
で
操
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、近
年
は
労
働
力
不
足
に

よ
り
、
乗
組
員
の
確
保
、
省
人
・
省
力
化
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
漁
業
は
、人
の
釣ち

ょ
う

獲か
く

技
術
が
重
要
な
漁
法

で
あ
る
こ
と
か
ら
、マ
ン
パ
ワ
ー
に
依
存
し
て

お
り
、効
率
的
な
漁
労
作
業
へ
の
機
器
や
シ
ス

テ
ム
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
釣
り

作
業
を
は
じ
め
、活い

き

餌え

の
積
み
込
み
、魚
群
の

探
索
、さ
ら
に
は
航
海
中
の
船
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
、新
た
な
技
術
の
導
入
に
よ
る
省
人
・

省
力
化
の
余
地
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、当
機
構
で
は

一
本
釣
り
作
業
の
省
人
・
省
力
化
を
め
ざ
し
、

電
動
自
動
釣
り
機（
以
下
、釣
り
機
）の
開
発
を

行
い
ま
し
た
。
乗
組
員
が
魚
を
釣
り
上
げ
る

動
作
に
近
い
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
張
力
計
で

針
掛
か
り
を
検
知
す
る
シ
ス
テ
ム
を
組
み
込
み
、

釣
獲
性
能
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。
釣
り
機
の

機
械
的
な
部
分
の
仕
様
は
確
定
し
、現
在
は

よ
り
多
く
の
カ
ツ
オ
を
釣
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
3
台
の
釣
り
機
を
同
時
に
運
用
す
る
試
験

（
写
真
1
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

試
験
開
始
当
初
は
釣
り
機
同
士
の
釣
り
糸

が
絡
む
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
ま
し
た
が
、

竿
と
糸
の
長
さ
を
釣
り
機
の
間
隔
や
針
掛
か

り
し
た
魚
の
移
動
範
囲
を
考
慮
し
て
調
整
し
、

安
全
で
効
率
的
な
釣
り
上
げ
を
可
能
に
し
ま

し
た
。
こ
の
方
法
に
よ
り
、
２
０
２
４
年
の

第
1
次
航
海
で
は
、水
揚
げ
数
量
２
８
０
ト
ン

の
う
ち
釣
り
機
3
台
で
約
10
ト
ン
の
漁
獲
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
、

乗
組
員
1
人
当
た
り
の
漁
獲
約
9
ト
ン
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
が

認
め
ら
れ
、２
０
２
５
年
度
に
は
遠
洋
か
つ
お

釣
り
漁
船
1
隻
が
釣
り
機
を
導
入
予
定
で
す
。

ま
た
、
将
来
起
こ
り
得
る
乗
組
員
不
足
に

対
応
す
る
た
め
、フ
ィ
ッ
シ
ュ
ポ
ン
プ
を
使
っ
て

活
餌
の
イ
ワ
シ
類
を
船
に
積
み
込
む
試
験

（
写
真
2
）な
ど
、釣
り
以
外
の
省
人
・
省
力
化

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、活
餌

蓄
養
業
者
の
生
け
簀
か
ら
船
上
の
飼
育
魚ぎ

ょ

艙そ
う

ま
で
30
人
ほ
ど
の
乗
組
員
に
よ
る
バ
ケ
ツ
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写真2　フィッシュポンプで移送中の活餌

図1　機関および釣り機情報の共有システム

船内データ
自動収集・共有装置

船内データを
準リアルタイムで共有

船上
人工衛星

陸上

端末
●運転状況確認
●完成図書閲覧
●機関部情報共有
●機関日誌アプリ

電力量
●発電機
●冷凍機
●ポンプ類

水温計

GPSコンパス

燃料消費

船速

自動釣り機

●冷凍機などの運転状況の把握
洋上機関員の支援体制確保

● 不具合発生時
迅速かつ効率的な対応

機関関係

●運転状況の把握
データ蓄積、釣獲能力向上

● 不具合の確認
問題解決（相互通信）

● 要修理時の迅速対応
作業内容や交換品の事前把握

自動釣り機

Wi-Fi機能
見える化
装置

リ
レ
ー
で
イ
ワ
シ
類
を
運
ん
で
い
ま
し
た
が
、

フ
ィ
ッ
シ
ュ
ポ
ン
プ
を
利
用
す
れ
ば
7
人
程

度
で
移
送
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

機
関
作
業
も
省
力
化

そ
の
ほ
か
、機
関
作
業
の
省
力
化
に
も
注
力

し
て
い
ま
す
。
機
関
作
業
に
は
機
関
の
監
視

や
、さ
ま
ざ
ま
な
機
器
の
整
備
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
遠
洋
か
つ
お
一
本
釣
り
船
に
限
ら
ず

漁
船
の
機
関
員
の
多
く
は
、機
関
作
業
に
加
え
、

漁
労
作
業
に
も
従
事
す
る
た
め
、必
然
的
に

機
器
の
整
備
に
費
や
せ
る
時
間
と
労
力
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
一
方
、長
期
航
海
の
船
舶

で
は
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
洋
上

で
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、日
々
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
作
業
は
極
め
て
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
機
関
作
業
の
効
率
化
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、日
常
の
作
業
内
容
を
記
録
す
る
機
関

日
誌
の
作
成
を
支
援
す
る
ア
プ
リ
を
開
発

し
て
い
ま
す
。
ア
プ
リ
を
搭
載
し
た
端
末
を

使
用
す
る
こ
と
で
、船
内
の
機
器
を

点
検
し
な
が
ら
、そ
の
場
で
必
要
な

情
報
を
入
力
で
き
、
機
関
日
誌
を

作
成
す
る
時
間
を
短
縮
で
き
ま
す
。

こ
の
端
末
に
機
関
作
業
に
必
要
な

機
器
の
説
明
書
や
部
品
情
報
な
ど
を

内
蔵
す
る
こ
と
で
、整
備
の
効
率
化

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、機
関
の
情
報
や
釣
り
機
の

運
転
状
況
を
陸
上
関
係
者
と
準

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
共
有
で
き
る

シ
ス
テ
ム
も
運
用
を
始
め
て
い
ま
す

（
図
1
）。
こ
の
よ
う
な
船
と
陸
と

の
情
報
共
有
に
よ
り
、船
上
の
機
器

が
故
障
し
た
際
に
、陸
上
か
ら
速
や

か
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
、

近
年
の
衛
星
通
信
技
術
の
発
達
と

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
進
化
と

と
も
に
、今
後
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
機
構
で
は
、遠
洋
か
つ
お
一
本
釣
り
漁
業

の
ス
マ
ー
ト
化
に
役
立
つ
取
り
組
み
を
進
め
、

同
漁
業
の
経
営
改
善
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
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図1　漁船の動きを予測して衝突を回避

漁船の動きが先読みできれば
衝突回避に役立つ

商用船舶は
急には曲がれない！
急には止まれない！

漁船の動きに注目！

航
路
を
予
測
す
る
こ
と
の
重
要
性

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、人
工
衛
星
で

観
測
さ
れ
た
画
像
や
、
船
舶
自
動
識
別
装
置

（A
utom

atic Identification System

：

Ａ
Ｉ
Ｓ
）と
い
う
船
舶
の
位
置
情
報
を
送
受
信

す
る
シ
ス
テ
ム
で
記
録
さ
れ
る
船
舶
の
位
置

情
報
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
漁
船
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
Ｓ
は
、船
舶
同
士
の
衝
突
防
止
の
た
め

に
開
発
さ
れ
た
装
置
で
、接
近
し
て
く
る
相
手 

船
の
動
き
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
衝
突
の 

危
険
性
を
回
避
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。 

と
く
に
漁
船
は
、操
業
中
に
他
船
が
通
る
航
路

を
遮
っ
て
し
ま
っ
た
り
、漁
具
の
投
入
や
回
収

中
に
は
動
き
が
複
雑
に
な
っ
た
り
、漁
獲
物
の

選
別
中
は
見
張
り
が
不
十
分
に
な
っ
て
し
ま
っ 

た
り
と
、衝
突
事
故
が
起
こ
り
や
す
く
な
る 

こ
と
が
多
く
、問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、

過
去
10
年
以
上
、船
舶
同
士
の
衝
突
事
故
に
関

係
し
た
船
舶
の
種
類
は
、漁
船
が
最
多
で
す
。 

こ
う
し
た
こ
と
も
、
漁
労
作
業
が
危
険
な 

イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

衝
突
を
防
ぐ
た
め
の
短
期
的
な
予
測

近
年
、商
用
船
舶
で
は
船
員
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
自
動
操
船
に
向
け
た
研
究
開
発
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、徐
々
に
実
用
段
階
に

向
け
た
試
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

商
用
船
舶
は
小
回
り
が
利
か
ず
、ま
た
急
な

減
速
も
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、多
数
の
船
舶
が

航
行
す
る
海
域
で
も
、衝
突
を
回
避
で
き
る

技
術
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
操
業

中
の
漁
船
は
、予
測
が
難
し
い
複
雑
な
動
き
が

多
く
、漁
船
団
が
操
業
し
て
い
る
海
域
を
航
行

す
る
と
き
は
、自
動
操
船
か
ら
手
動
操
船
に

切
り
替
え
る
な
ど
の
対
応
を
取
ら
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水産資源研究所		
水産資源研究センター		

漁業情報解析部	情報解析グループ	

研究員　宮
みや

下
した

	智
とも

一
ひと
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図2　漁業の現場を予測して安全な航行へ

ここが漁場になりそう！

漁場の場所と漁船の動きが
事前にわかれば避けて
航行できる

そ
こ
で
、
漁
船
と
遭
遇
し
た
際
に
、
相
手 

漁
船
が
こ
の
先
の
数
分
間
で
ど
の
よ
う
な 

動
き
を
と
る
か
を
Ａ
Ｉ
で
予
測
す
る
研
究
を

進
め
て
い
ま
す（
図
1
）。
操
業
中
の
漁
船
は
、 

漁
具
や
漁
法
に
よ
っ
て
は
似
た
動
き
に
な
る

と
思
わ
れ
る
た
め
、Ａ
Ｉ
の
よ
う
に
類
似
し
た 

デ
ー
タ
の
特
徴
を
捉
え
る
技
術
が
適
し
て
い
る 

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
予
測
精
度
を
よ
り 

信
頼
性
の
高
い
も
の
に
で
き
れ
ば
、自
動
操
船 

技
術
と
組
み
合
わ
せ
て
相
手
漁
船
を
回
避 

で
き
る
よ
う
に
な
り
、船
舶
同
士
の
衝
突
事
故 

を
減
ら
す
、つ
ま
り
漁
業
者
の
危
険
を
減
ら
す 

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

漁
船
の
長
期
的
な
動
向
予
測

漁
船
に
は
、
操
業
中
の
短
期
的
な
動
向
の 

ほ
か
に
、出
港
時
に
港
か
ら
ど
の
方
向
に
向
か 

う
か
、
ど
の
海
域
で
操
業
す
る
の
か
、
ど
の 

タ
イ
ミ
ン
グ
で
操
業
を
終
え
て
帰
港
す
る
の
か

と
い
っ
た
、数
時
間
か
ら
数
日
に
わ
た
る
長
期

的
な
動
向
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
動
向
は
、

海
洋
環
境
や
漁
法
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る 

と
思
わ
れ
ま
す
。例
え
ば
、狙
う
魚
種
に
よ
っ
て 

好
み
の
海
洋
環
境
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、操
業

海
域
を
ど
こ
に
す
る
の
か
は
海
洋
環
境
に
影
響

さ
れ
ま
す
。ま
た
、漁
法
に
よ
っ
て
、日
々
帰
港 

す
る
の
か
数
日
間
は
海
に
滞
在
す
る
の
か
、 

漁
船
の
動
向
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。そ
こ
で
、

漁
船
ご
と
の
漁
法
と
時
間
帯
の
ほ
か
に
、漁
場 

の
形
成
に
関
わ
る
可
能
性
の
あ
る
海
水
温
や 

塩
分
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
量
な
ど
の
海
洋
環
境 

デ
ー
タ
と
漁
船
の
動
向
を
学
習
さ
せ
た
Ａ
Ｉ 

モ
デ
ル
を
作
成
し
、漁
船
の
長
期
的
な
動
向
を

予
測
す
る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す（
図
2
）。

こ
の
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
に
よ
る
漁
船
の
動
向 

予
測
の
精
度
が
高
ま
れ
ば
、
漁
船
が
何
に 

影
響
さ
れ
て
進
む
方
向
を
選
択
し
て
い
る
の

か
が
わ
か
り
ま
す
。
漁
船
は
魚
を
め
ざ
し
て

進
ん
で
い
る
の
で
、漁
船
の
針
路
に
影
響
を

与
え
る
要
素
が
漁
場
形
成
に
も
関
係
し
て
い

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
の
予
測
精
度
は
ま
だ
十
分

で
は
な
い
の
で
、引
き
続
き
予
測
精
度
の
向
上 

の
た
め
の
研
究
を
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。 

将
来
的
に
こ
う
し
た
デ
ー
タ
が
集
ま
れ
ば
、 

漁
場
探
し
の
一
助
と
な
る
ほ
か
、漁
船
の
操
業

効
率
化
に
よ
る
燃
費
の
節
約
に
も
つ
な
が
り
、 

効
率
的
な
漁
業
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
漁
船
の
動
向
を
予
測
す
る
研
究
か
ら
、ス

マ
ー
ト
水
産
業
へ
の
発
展
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
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特 集　スマート水産業 ～省力化・省人化に向けて～



北大西洋で撮影されたザトウクジラ

水産資源研究所	広域性資源部	鯨類グループ	
グループ長　金治 佑（かなじ	ゆう）
2007年、（独）水産総合研究センター（現：水産研究・教育 
機構）に研究職として採用される。主任研究員を経て2024年 
より現職

主任研究員　前田 ひかり（まえだ	ひかり）
2013年、（独）水産総合研究センター（現：水産研究・教育
機構）に支援研究員として採用され、その後、任期付研究
員を経て現職

主任研究員　佐々木 裕子（ささき	ひろこ）
2015年、（独）水産総合研究センター（現：水産研究・教育
機構）に支援研究員として採用され、その後、任期付研究
員を経て現職

左から  前田さん、金治さん、佐々木さん
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今
回
は「
ク
ジ
ラ・イ
ル
カ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」の

金
治
佑
さ
ん
、前
田
ひ
か
り
さ
ん
、佐
々
木
裕
子
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー：
広
報
課
　
中
原 

明
紀・五
十
嵐 

花
音

鯨
類
資
源
の
評
価
・
管
理
に
向
け
て

ク
ジ
ラ
・
イ
ル
カ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

専
門
家
に
聞
き
ま
し
た



大小さまざまな魚類やイカを歯で捕まえ食べる。

クジラヒゲとよばれる器官で、動物プランクトンからイワシやサンマ
などをこしとり食べる。

について鯨 類

ヒゲクジラ類

ハクジラ類

IWC（国際捕鯨委員会）では、マッコウクジラ、ミナミトックリ
クジラおよびトックリクジラを除いたハクジラ類を小型鯨類と
分類します。

小型鯨類とは？

― 
研
究
者
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

金
治　

幼
少
期
か
ら
魚
に
興
味
が
あ
り
、
大
学

時
代
は
サ
ケ
科
魚
類
の「
回
遊
」と
い
う
特
徴
に

惹
か
れ
、
ニ
ジ
マ
ス
を
飼
育
し
て
い
ま
し
た
。

学
部
生
時
代
に
、当
機
構
の
成
果
発
表
会
で
ア
ジ

の
講
演
を
聴
く
機
会
が
あ
り
、サ
ケ
科
以
外
の
魚

も
多
か
れ
少
な
か
れ
回
遊
す
る
こ
と
に
気
が
付
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、大
学
院
で
マ
ア
ジ
の
生
態
研
究

を
始
め
た
こ
と
や「
魚
の
資
源
学（
大
月
書
店
）」を

読
ん
で
水
産
資
源
学
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、研
究
者
の
道
に
進
み
ま
し
た
。

前
田　

大
学
生
の
頃
に
当
機
構
船
舶
で
の
乗
船

バ
イ
ト
で
調
査
に
参
加
し
、
研
究
者
の
仕
事
を

間
近
で
見
た
こ
と
が
、
研
究
者
と
い
う
仕
事
に

憧
れ
を
持
つ
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

修
士
・
博
士
と
も
に
鯨
類
研
究
を
続
け
て
い
た

経
験
も
、今
の
仕
事
に
就
い
た
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

佐
々
木　
子
ど
も
の
頃
、海
の
生
き
物
が
出
て
く

る
ア
ニ
メ
を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、水
族
館

で
働
き
た
い
、イ
ル
カ
や
シ
ャ
チ
に
関
す
る
仕
事

が
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、大
学
は
水
産

学
部
を
選
び
ま
し
た
。
研
究
室
を
選
ぶ
際
、日
本

鯨
類
研
究
所
と
の
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
た
先
輩

に
声
を
か
け
ら
れ
て
卒
論
研
究
を
始
め
た
の
で
す

が
、気
が
付
く
と
こ
の
道
に
進
ん
で
い
ま
し
た
。

― 
鯨
類
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
々
木　

こ
れ
は
壮
大
な
話
で
す
が
、
一
度
、

陸
上
生
活
に
適
応
し
た
哺
乳
類
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、水
中
の
生
活
を
選
択
し
た
と
い
う
進
化
の

歴
史
は
、ロ
マ
ン
と
い
う
か
、大
き
な
魅
力
で
す

よ
ね
。
ま
た
、分
布
が
多
様
で
、種
に
よ
っ
て
は

赤
道
域
と
極
域（
北
極
海
や
南
極
海
周
辺
）を
行
き

来
す
る
よ
う
な
大
回
遊
を
す
る
こ
と
、肺
呼
吸
で

も
長
く
潜
水
で
き
る
こ
と
な
ど
も
魅
力
で
す
ね
。

ち
な
み
に
、
ツ
チ
ク
ジ
ラ
の
場
合
は
40
～
50
分

潜
水
で
き
ま
す
。

― 

鯨
類
グ
ル
ー
プ
の
主
な
研
究
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

金
治　

主
に
小
型
鯨
類
の
資※

１

源
評
価
を
行
っ
て

い
て
、現
在
は
目
視
調
査
と
漁
獲
物
調
査
の
二
つ

の
柱
を
軸
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
目
視
調
査

で
は
数
、場
所
、種
類
、群
の
大
き
さ
な
ど
の
デ
ー

タ
を
取
り
、
資
源
量
を
推
定
し
ま
す
。
漁
獲
物

調
査
で
は
、
水
揚
げ
し
た
ク
ジ
ラ
の
体
長
や
年

齢
、成
熟
度
を
調
査
し
、年
齢
構
成
や
成
熟
の
タ

イ
ミ
ン
グ
な
ど
、生
物
学
的
な
特
性
値
が
資
源
の

増
減
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
か
を
推
定

し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
を

専門家に聞きました　クジラ・イルカのスペシャリスト
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セミクジラのブローは非常に
特徴的で、2つに分かれたよう
に見える

ライントランセクト法を
解説する佐々木さん

トップバレル

観察員はトップバレルから
鯨類を探す

調査ブロック内にジグザグの
調査ラインが引かれている

活
用
し
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
、
科
学
的
に
見
て
捕
獲
し
て
も
資
源
量
に

悪
影
響
を
与
え
な
い
数
を
算
出
し
、行
政
へ
提
供

し
て
い
ま
す
。

― 

目
視
調
査
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
々
木　
「
ラ
イ
ン
ト
ラ
ン
セ
ク
ト
法
」と
い
う

方
法
で
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
対
象
と
な
る
鯨
類
の

生
息
域
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
ブ
ロ
ッ
ク（
調
査

海
域
）を
設
定
し
、そ
の
中
を
ジ
グ
ザ
ク
に
航
行
し
、

発
見
し
た
鯨
類
の
密
度
を
引
き
伸
ば
し
て
調
査

海
域
の
個
体
数
を
推
定
す
る
方
法
で
す
。

― 

調
査
は
何
人
で
行
う
の
で
す
か
？

佐
々
木　
「
ト
ッ
プ
バ
レ
ル
」と
呼
ば
れ
る
鯨
類
の

目
視
調
査
専
用
の
見
張
り
台
か
ら
、2
人
の
観
察

員
が
双
眼
鏡
で
探
し
ま
す
。
日
の
出
か
ら
日
の

入
り
ま
で
、2
時
間
ず
つ
交
代
し
な
が
ら
、進
行

方
向
の
左
右
半
分
ず
つ
担
当
し
ま
す
。
観
察
員
は

ブ
ロ
ー（
鯨
の
潮
吹
き
）や
水
し
ぶ
き
を
手
が
か

り
に
鯨
類
を
探
す
高
度
な
技
術
が
必
要
な
の
で
、

捕
鯨
船
な
ど
で
目
視
観
察
の
経
験
が
あ
る
方
を

雇
用
し
て
い
ま
す
。
素
人
で
は
鯨
類
の
手
が
か
り

を
見
つ
け
る
の
が
難
し
い
こ
と
が
、経
験
者
を
雇
用

す
る
大
き
な
理
由
で
す
が
、経
験
者
が
観
察
す
る

こ
と
で
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
な
ど
も
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

― 

そ
ん
な
に
見
つ
け
る
の
が
難
し
い
の
で
す
か
？

佐
々
木　
見
慣
れ
て
く
れ
ば
手
が
か
り
を
見
つ
け

る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、観
察
員
は
手
が
か
り
か

ら
種
を
特
定
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
調
査
員
は

鯨
類
に
接
近
し
た
後
に
、吻ふ

ん（
く
ち
ば
し
）や
背
中
の

模
様
、海
域
、水
し
ぶ
き
の
形
な
ど
で
、や
っ
と
種

が
わ
か
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
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年齢査定に使う歯（ツチクジラ）のサンプルを持つ前田さん

太平洋での目視調査中に現れた、マダライルカ。
吻の先が白い

水揚げされたツチクジラは全頭調査され、体長
や胃の中を調べたり、歯や生殖腺などの標本を
収集する

年齢査定に使う歯のサンプル

成熟年齢を推定する生殖腺のサンプル
太平洋での目視調査中に、ブリーチングする 
ザトウクジラを発見

金
治　

と
に
か
く
イ
ル
カ
の
種
類
が
た
く
さ
ん

い
る
の
で
、大
変
で
す
よ
ね
。
私
も
調
査
し
て
い
く

中
で
覚
え
ま
し
た
。

佐
々
木　
た
く
さ
ん
の
イ
ル
カ
と
出
会
い
な
が
ら
、

特
徴
を
覚
え
て
い
く
の
は
楽
し
い
と
こ
ろ
で
も

あ
る
ん
で
す
け
ど
ね
。

前
田　
一
生
懸
命
探
し
て
い
る
も
の
の
、ず
っ
と

見
え
な
い
時
間
が
続
い
た
り
、ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と

背
中
が
出
て
い
た
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

よ
ね
。

金
治　
か
と
思
え
ば
、大
量
に
出
現
し
て
し
ま
い
、

記
録
を
担
当
す
る
調
査
員
が
大
変
な
こ
と
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

佐
々
木　
あ
り
ま
す
ね
。
私
は
1
時
間
以
上
ノ
ー

ト
し
か
眺
め
て
い
な
い
、な
ん
て
こ
と
も
経
験
し

ま
し
た
。
ほ
ど
ほ
ど
に
出
現
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
ね（
笑
）。

― 

漁
獲
物
調
査
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

前
田　
歯
や
生
殖
腺
の
状
態
な
ど
か
ら
、何
歳
で

成
熟
す
る
か
、
成
熟
年
齢
に
変
化
が
あ
る
か
を

調
べ
、資
源
評
価
・
管
理
に
つ
な
が
る
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
を
推
定
し
ま
す
。
基
本
的
に
漁
業
現
場
に

出
向
き
、ク
ジ
ラ
・
イ
ル
カ
を
解
剖
し
サ
ン
プ
リ
ン

グ
し
ま
す
。
成
熟
判
定
は
、顕
微
鏡
で
観
察
し
て

数
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
地
道
な
作
業
で
す
が
、

最
近
は
、Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
成
熟
判
定
シ
ス
テ
ム

を
作
り
、業
務
の
効
率
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

専門家に聞きました　クジラ・イルカのスペシャリスト
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二頭で調査船と並走するカマイルカ

イワシクジラ（ヒゲクジラ類）の耳垢

― 

胃
の
内
容
物
を
調
べ
て
い
る
と
変
な
も
の
が

入
っ
て
い
た
り
し
ま
せ
ん
か
？

前
田　
人
工
物
が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
片
な
ど

が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

金
治　
ち
な
み
に
、胃
の
内
容
物
か
ら
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
ど
れ
く
ら
い
摂
取
し
た
の
か
と
い
う

研
究
も
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

― 

鯨
類
の
知
ら
れ
ざ
る
！
と
い
っ
た
雑
学
は
あ
り

ま
す
か
？

前
田　
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
類
は
耳
の
穴
が
閉
じ
て
い
る

た
め
、一
生
耳み

み

垢あ
か

が
た
ま
り
続
け
ま
す
。
耳
垢
に
は

成
長
層
が
で
き
る
の
で
す
が
、そ
の
理
由
は
低
緯
度

海
域
の
繁
殖
海
域（
冬
場
）と
高
緯
度
海
域
の
摂
餌

海
域（
夏
場
）を
ほ
ぼ
一
年
周
期
で
回
遊
す
る
生
活

サ
イ
ク
ル
が
反
映
さ
れ
る

か
ら
で
す
。
こ
の

耳
垢
を
使
い
、

そ
の
個
体
の

年
齢
だ
け
で

な
く
、何
歳
で

成
熟
し
た
か
も

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

― 

調
査
中
に
出
会
っ
た
印
象
に
残
る
生
物
は
？

佐
々
木　
三
陸
沖
で
見
た
シ
ロ
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
は

20FRA	NEWSvol.81	2025.1



調査内容について語る金治さん

凪でないと観察の難しいコマッコウ

感
動
し
ま
し
た
ね
。
20
メ
ー
ト
ル
以
上
は
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
ね
。
５
キ
ロ
程
先
で
大
き
な
ブ
ロ
ー

が
見
え
て
、近
づ
く
と
や
け
に
白
っ
ぽ
く
て
シ
ロ

ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

金
治　
私
は
コ
マ
ッ
コ
ウ
で
す
ね
。コ
マ
ッ
コ
ウ
は

ほ
か
の
鯨
類
の
よ
う
に
尻
尾
を
水
面
か
ら
出
し
て

潜
ら
ず
、
丸
太
が
浮
き
沈
み
し
て
い
る
よ
う
な

動
き
を
す
る
の
で
、海
が
鏡
の
よ
う
に
凪
い
で
い
る

と
き
で
な
い
と
観
察
が
難
し
い
で
す
。

前
田　
私
は
ク
ジ
ラ
ジ
ラ
ミ
や
ペ
ン
ネ
ラ
、ア
ニ

サ
キ
ス
と
い
っ
た
寄
生
虫
で
す
ね
。
と
く
に
、

ク
ジ
ラ
は
ア
ニ
サ
キ
ス
の
最
終
宿
主
で
あ
る
た
め
、

数
も
大
き
さ
も
凄す

ご

い
で
す
。

― 

今
後
取
り
組
み
た
い
研
究
は
？

金
治　

系※
２

群
の
構
造
は
種
ご
と
に
違
う
の
で
、

群
れ
の
構
造
や
社
会
性
を
解
析
す
る
た
め
に
遺
伝

の
研
究
を
行
い
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
音
響
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
目
視
調
査
で
は
発
見
で
き

な
い
潜
水
し
て
い
る
個
体
も
カ
ウ
ン
ト
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

前
田　
ツ
チ
ク
ジ
ラ
は
社
会
構
造
が
わ
か
っ
て
い

な
い
の
で
、遺
伝
学
的
情
報
・
非
遺
伝
学
的
情
報
を

組
み
合
わ
せ
て
ど
の
仮
説
が
正
し
い
か
を
明
ら
か

に
し
た
い
で
す
。

佐
々
木　
海
洋
環
境
と
鯨
類
の
行
動
や
分
布
と
の

関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
機
械

学
習
を
用
い
て
衛
星
画
像
か
ら
鯨
類
を
探
せ
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
な
か
な
か
、実
現
で
き

て
い
な
い
の
で
。

― 

研
究
者
を
め
ざ
す
若
者
に
向
け
て
。

金
治　

鯨
類
を
研
究
対
象
と
す
る
研
究
室
は
数

多
く
あ
り
ま
す
が
、応
用
研
究
と
し
て
保
全
管
理

や
鯨
類
と
の
向
き
合
い
方
を
考
え
、
実
社
会
に

貢
献
で
き
る
こ
と
が
鯨
類
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
で
す
。

研
究
全
般
に
言
え
る
こ
と
で
す
が
、学
ん
だ
こ
と

を
研
究
に
ど
う
生
か
す
か
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
、

鯨
類
グ
ル
ー
プ
で
活
躍
す
る
に
は
必
ず
し
も
学
生

時
代
か
ら
ク
ジ
ラ
の
研
究
を
し
て
い
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、研
究
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ

ア
を
考
え
る
う
え
で
、
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が

一
つ
の
選
択
肢
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※	

写
真
の
一
部
は
水
産
庁
お
よ
び（
一
財
）日
本
鯨
類
研
究
所
よ
り
受
託

し
た
調
査
で
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

専門家に聞きました　クジラ・イルカのスペシャリスト
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能
登
半
島
・
当
機
構
の
対
応

令
和
6
年
1
月
1
日
に
石
川
県
能
登
地
方

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
6
の

巨
大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
最
大
震
度
7

を
記
録
す
る
強
い
揺
れ
と
広
範
囲
に
わ
た
る

津
波
に
よ
り
、能
登
半
島
を
中
心
に
、北
陸

地
方
に
お
い
て
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

当
機
構
は
、
石
川
県
の
水
産
業
の
復
興

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
り

「
国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究・
教
育
機
構

災
害
対
策
支
援
本
部
」を
設
置
し
、魚
病
検
査

に
関
す
る
相
談
対
応
、海
底
探
査
用
魚
群
探

知
機
、全
天
球
カ
メ
ラ
の
貸
与
、種
苗
生
産

に
使
用
す
る
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン（
ワ
ム
シ
）

や
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン（
キ
ー
ト
セ
ロ
ス
、イ

ソ
ク
リ
シ
ス
）の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
沿
岸
部
の
道
路
が
土
砂
災
害
で

通
行
止
め
と
な
り
、
漁
港
の
被
害
状
況
を

確
認
で
き
な
い
た
め
、水
産
庁
お
よ
び
石
川
県

の
要
請
を
受
け
、1
月
31
日
～
2
月
9
日
に

か
け
て
漁
業
調
査
船「
北ほ

っ

光こ
う

丸ま
る

」を
派
遣
し
、

被
害
の
大
き
い
外そ

と

浦う
ら

地
域
や
舳へ

倉ぐ
ら

島じ
ま

の

漁
港
・
漁
村
と
浅
海
水
域
の
被
害
状
況
や

環
境
な
ど
の
情
報
を
収
集
し
、
石
川
県
へ

提
供
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、5
月
に
漁
業
練
習
船「
天て

ん

鷹よ
う

丸ま
る

」

が
能
登
半
島
周
辺
の
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
漁
場
海
底

状
況
調
査
を
、
6
月
に
は
兵
庫
県
立
香
住

高
等
学
校
の
実
習
船「
但た

ん

州し
ゅ
う

丸ま
る

」
に
よ
る

底
魚
資
源
調
査
に
お
い
て
、震
災
の
影
響
を

考
慮
し
、能
登
半
島
沖
の
調
査
点
数
を
増
や

す
な
ど
の
対
応
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

8
月
に
石
川
県
で
開
催
さ
れ
た「
能
登
の

水
産
関
係
港
の
復
興
に
向
け
た
協
議
会

（
復
興
協
議
会
）」に
は
水
産
技
術
研
究
所

環
境
・
応
用
部
門
水
産
工
学
部
の
本ほ

ん

田だ

耕こ
う

一い
ち

部
長
が
参
加
し
、「
能
登
の
水
産
関
係
港
の

復
興
方
針
」の
取
り
ま
と
め
に
貢
献
し
ま

し
た
。

水
産
技
術
研
究
所
環
境・応
用
部
門
水
産
工
学
部

本
田
耕
一
部
長
の
報
告

石
川
県
の
漁
港
69
港
の
う
ち
、能
登
半
島

を
中
心
に
60
港
で
被
害
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

能
登
半
島
東
側
の
内う

ち

浦う
ら

地
域
で
は
津
波
に
よ

り
岸
壁
や
道
路
な
ど
が
甚
大
な
損
傷
を
被
り

ま
し
た
。
一
方
、
能
登
半
島
西
側
の
外
浦

地
域
は
、
漁
港
21
港
で
地
殻
変
動
に
よ
る

地
盤
隆
起
が
発
生
し
、海
底
の
露
出
や
水
深

の
不
足
と
い
っ
た
未
曽
有
の
現
象
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

地
盤
隆
起
の
著
し
い
漁
港
を
訪
れ
る
と
、

水
面
が
な
く
な
っ
た
岸
壁
は
地
面
か
ら
4
～

5
メ
ー
ト
ル
も
の
高
さ
が
あ
り
、長
い
年
月

を
か
け
て
整
備
さ
れ
た
長
大
な
構
造
物
で

あ
っ
た
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

だ
け
に
、干
上
が
っ
た
海
底
に
漁
船
が
取
り

残
さ
れ
、本
来
の
機
能
を
失
っ
た
漁
港
の
姿

を
見
た
と
き
の
衝
撃
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

石
川
県
が
設
置
し
た「
能
登
の
水
産
関
係

港
の
復
興
に
向
け
た
協
議
会（
復
興
協
議
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舳倉島全体および漁業調査船「北光丸」大沢漁港の周辺の状況

会
）」に
は
当
機
構
も
構
成
員
と
し
て
参
画
し

ま
し
た
。
復
興
協
議
会
で
は
、
被
災
し
た

漁
港
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
検
討
し
、

「
能
登
の
水
産
関
係
港
の
復
興
方
針
」が
取
り

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の「
復
興
方
針
」に
従
っ
て
各
漁
港
の

復
旧
工
事
が
本
格
化
し
ま
す
。
当
機
構
も

引
き
続
き
自
治
体
か
ら
の
設
計
相
談
な
ど
を

技
術
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、今
回

の
地
震
を
教
訓
と
し
て
地
盤
隆
起
対
策
な
ど

新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
調
査
・

研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
対
応
に
つ
い
て
、石
川
県
水
産

総
合
セ
ン
タ
ー
の
福ふ

く

嶋し
ま

稔み
の
る

所
長
よ
り
感
謝
の

こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

石
川
県
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

福
嶋
稔
所
長
の
こ
と
ば

能
登
半
島
地
震
の
発
生
に
よ
り
、
種
苗

生
産
を
行
っ
て
い
る
志
賀
事
業
所
、
能
登

事
業
所
が
被
災
し
、飼
育
用
海
水
な
ど
の
供
給

に
支
障
が
生
じ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

4
月
か
ら
種
苗
生
産
作
業
の
開
始
を
予
定
し

て
い
た
ヒ
ラ
メ
や
ト
リ
ガ
イ
の
初
期
餌
料

確
保
に
懸
念
が
あ
り
、
機
構
さ
ん
へ
餌
料

提
供
の
支
援
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
、速
や
か

に
対
応
い
た
だ
き
、
本
年
の
種
苗
配
布
を

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、沿
岸
漁
業
者
や
底
び
き
網
漁
業
者

か
ら
、「
港
内
や
沿
岸
部
の
海
底
状
況
が
不
安

で
航
行
で
き
な
い
」「
沖
合
の
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

漁
場
の
海
底
地
形
が
変
化
し
操
業
に
支
障

が
あ
る
の
で
は
」と
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
対
応
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
、沿
岸

部
は
海
底
探
査
用
魚
群
探
知
機
の
貸
し
出
し

と
当
セ
ン
タ
ー
職
員
へ
の
操
作
指
導
、沖
合

漁
場
に
つ
い
て
は
調
査
船
や
練
習
船
を
派
遣

し
、
漁
場
海
底
状
況
調
査
と
資
源
調
査
を

実
施
さ
れ
、調
査
結
果
を
わ
か
り
や
す
く
図

表
に
し
て
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ

で
、漁
業
者
に
わ
か
り
や
す
く
現
場
の
状
況

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、担
当
者
さ
ま
か
ら
は
非
常
に

親
切
丁
寧
に
ご
対
応
い
た
だ
き
、
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
も

本
県
漁
業
者
の
復
興
に
向
け
て
引
き
続
き

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
関
係
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

能
登
半
島
の
水
産
業
復
興
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
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●ブリの切り身 ････････････ 1切れ
ブリ下処理用
●塩 ･･････････････････････ 小さじ1/2
●料理酒 ･･････････････････ 大さじ2
●お湯 ････････････････････ 500ミリリットル
雑煮だし
●昆布 ････････････････････ 10センチ角1枚
●かつおだしの素 ･･････････ 小さじ1
●するめ ･･････････････････ 1/2枚
●水 ･･････････････････････ 400ミリリットル

作り方
❶ ブリの切り身に塩と料理酒を振って30分程度置く。
❷ ごぼう、里芋、大根、人参は皮をむいて切る。ごぼうは水にさらしておく。
❸ キッチンペーパーで❶の余分な水分を拭き取り、鍋の沸騰したお湯で5分程度煮て、水気を切る。
❹ 別の鍋に雑煮だしの材料を入れ、ひと煮立ちさせ、❷を入れてさらに煮る。
❺ 餅をトースターで焼いておく。
❻ ❹の野菜に竹串を刺し、火が通ったのを確認できたら、❸と❺と一緒に器に盛りつけ完成。

縁起のいい出世魚として、西日本では「年取り魚」、「正月魚」とも呼ばれるブリ。
そんなブリを使った正月メニューをご紹介します。

水 産 業 の 未 来 を 拓 く

スマート水産業どうなる？マダコ！
～タコを取り巻く現状～

特集

●専門家に聞きました  ［金治 佑・前田 ひかり・佐々木 裕子］ クジラ・イルカのスペシャリスト 鯨類資源の評価・管理に向けて
●能登半島地震から1年 ～水産業の復興に向けた取り組み～

～省力化・省人化に向けて～


